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研究分野：経営学 
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キーワード：組織能力、価値獲得、価値づくり、意味的価値 
 
１．研究計画の概要 
本研究の目的は、経営学（戦略論・組織論）
の中心的な理論になっている「組織能力」と
「価値獲得」の関係を、技術経営の視点から
理論的・実証的に探究し、学術的・実践的に
独自の貢献をすることである。組織能力とは、
長年にわたり積み重ねた企業固有の資源・強
みである。組織能力が理論的な中心課題にな
っているにもかかわらず、その中身を詳細に
研究した研究はほとんどない。また、価値獲
得（価値づくり）のためには顧客価値が重要
だが、その点では、「意味的価値」の理論を
提案する。本研究では、組織能力の中身とそ
の構築過程、および意味的価値の重要性を明
確にし、組織能力の戦略的なマネジメントを
実現するための実践的理論を構築する。それ
によって、世界の経営学における最先端の理
論に貢献すると同時に、日本企業が付加価値
創造を実現するための示唆を提供する。 
 
２．研究の進捗状況 
技術経営における組織能力の理論枠組みの
構築、それにかかわる定量調査と定性調査、
および、顧客価値（意味的価値）にかかわる
理論枠組みの構築と定性調査が完了し、それ
ぞれについて論文を発表した。 
（１）組織能力 技術経営の組織能力として、
最重要なのは「積み重ね技術」だということ
が実証された。革新技術によって特許を取得
することに支えられた技術よりも、長年の試
行錯誤によって学習されたノウハウや経験
値に支えられた技術者の問題解決能力が、持
続的な競争力を支える技術的な強みとして、
圧倒的に重要だということが分かった。積み
重ね技術は、構築するのに長年を要するので、

競合企業が模倣をしようとしても、短期間で
は決してできない。 
（２）顧客価値 機能スペックによる機能的
価値よりも、顧客が主観的に意味づける意味
的価値の方が、顧客価値としては重要になっ
てきた点を、理論的枠組みと定性的調査によ
って明らかにしてきた。世界的な競争が一段
と厳しくなった結果、機能的価値であれば、
いくら優位性を短期的につくりだしたとし
ても、結局は過当競争になり価格が低下して
しまう。 
（３）価値獲得(価値づくり) 
価値づくりを実現するためには、企業は積み
重ね技術を戦略的に活用したコア技術戦略
を実現し、意味的価値を中心として顧客価値
を創出することが求められる点を、理論的な
議論と定量的・定性的な調査によって、明ら
かにしてきた。日本企業は、積み重ね技術に
よって、高度な擦り合わせ型商品を開発し、
意味的価値を創出するモデルが、価値づくり
のためには、求められるという結論を導き出
せると考えている。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
積み重ね技術の理論と意味的価値の理論の
２つの柱が構築できたことにより、計画以上
に質の高い研究となった。 
積み重ね技術については、実証データが、そ
の重要性を明確にサポートしたことにより、
期待以上に大きな成果となった。革新技術や
特許などが偏重されている国の政策や企業
の戦略に対して示唆が大きい。また、意味的
価値の概念が明確化された点は、これまでに
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は無い大きな貢献となった。政府の政策も、
企業の戦略も、機能的価値を偏重している。
それに対して、意味的価値の理論が明確化さ
れたことによって、期待以上に、大きな示唆
を提供できたと評価している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
残り一年を切っているが、最大の成果物とし
て、学術的にも啓蒙的にも質の高い著書を執
筆している。必要な研究をつづけながら、そ
の完成と質向上を目指す。 
具体的には、「価値づくり経営の論理」とい
う、理論的にも実務的にも、大きな示唆をも
ち、社会により大きな貢献をするための著書
の執筆と出版に向けて研究をさらに推進し
ている。その中では、意味的価値の理論をさ
らに精緻化する計画である。さらには、政策
や戦略の策定にも役立てるように、研究成果
のインプリケーションについても、その概念
的構造化に工夫をしたいと計画し推進して
いる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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